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―
― 

側
近
・
奉
行
人
層
の
分
析
を
通
じ
て 

―
―

佐
々
木

倫

朗

は
じ
め
に

戦
国
大
名
・
戦
国
期
権
力
の
分
析
の
一
つ
の
手
法
と
し
て
、
権
力
の
意
志
を
実
行
す
る
奉
行
人
や
、
権
力
に
関
わ
る
様
々
な
階
層
の
意

志
を
取
り
次
ぐ
奏
者
な
ど
の
活
動
の
分
析
を
通
じ
て
構
造
分
析
を
行
う
手
法
が
あ
る
。
支
配
構
造
の
あ
り
方
か
ら
権
力
構
造
を
分
析
す
る

手
法
で
あ
る
が
、
そ
の
分
析
の
中
で
、
彼
ら
の
活
動
を
戦
国
大
名
の
権
力
と
し
て
の
性
格
、
公
儀
と
し
て
の
成
熟
度
の
指
標
と
す
る
見
方

も
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
意
味
で
、
戦
国
期
権
力
の
分
析
を
行
う
上
で
重
要
な
分
析
手
法
と
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

佐
竹
氏
に
関
す
る
奉
行
人
・
奏
者
層
の
活
動
を
視
野
に
入
れ
た
考
察
と
し
て
は
、
市
村
高
男
の
「
戦
国
期
常
陸
佐
竹
氏
の
領
域
支
配
と

そ
の
特
質

（
１
）

」
が
あ
る
。
市
村
氏
は
、
そ
の
論
考
の
中
で
佐
竹
氏
の
権
力
中
枢
組
織
を
佐
竹
一
家
と
佐
竹
本
宗
家
側
近
家
臣
の
二
グ
ル
ー
プ

か
ら
な
る
と
分
析
し
、
佐
竹
一
家
の
知
行
の
充
行
・
安
堵
、
官
途
・
受
領
の
付
与
な
ど
の
広
範
な
活
動
を
確
認
し
た
上
で
、
次
の
よ
う
に

側
近
家
臣
層
の
活
動
を
位
置
づ
け
て
い
る
。「
本
宗
家
側
近
た
ち
は
、
本
宗
家
当
主
と
の
個
別
人
格
的
な
結
合
関
係
を
前
提
と
し
て
活
動

を
展
開
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
組
織
さ
れ
た
奉
行
人
集
団
の
構
成
員
と
し
て
一
定
の
意
志
決
定
に
関
与
す
る
こ
と
も
、
ま
た
本
宗
家
当
主

の
権
限
の
執
行
主
体
と
な
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
」
と
す
る
。
そ
し
て
、
恒
常
的
な
奉
行
人
集
団
を
前
提
と
し
て
領
域
支
配

一
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を
展
開
し
て
い
た
北
条
氏
や
毛
利
氏
の
奉
行
人
制
と
大
き
く
性
格
を
異
に
し
て
い
る
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

し
か
し
、
市
村
氏
が
見
解
を
述
べ
た
段
階
に
比
べ
て
、
市
村
氏
の
成
果
を
含
め
て
佐
竹
氏
関
連
の
史
料
の
発
掘
が
急
速
に
進
み
、
現
在

は
、
絶
対
量
が
未
だ
少
な
い
な
が
ら
印
判
状
の
確
認

（
２
）

な
ど
も
進
み
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
る
。
奉
行
人
層
の
活
動
の
位
置
づ
け
が
戦
国
期
権

力
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
の
重
要
な
指
標
で
あ
る
以
上
、
佐
竹
氏
の
家
臣
層
の
活
動
の
位
置
づ
け
が
権
力
と
し
て
の
佐
竹
氏
自
身
の

評
価
に
極
め
て
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
そ
の
意
味
で
、
現
在
の
史
料
状
況
を
受
け
て
、
今
一
度
戦
国
期
権
力
佐
竹
氏
の
下
で
活
動
し
た
奉

行
人
・
奏
者
の
活
動
を
考
察
し
直
す
必
要
が
あ
る
段
階
に
至
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、
そ
の
再
検
討
を
行
う
上
で
、
佐
竹
氏
当
主
の
意
志
を
受
け
た
り
、
あ
る
い
は
他
者
の
意
向
を
当
主
に
取
り
次
い
だ
り
し
た
佐

竹
氏
の
家
臣
の
活
動
を
発
給
文
書
を
収
集
し
て
析
出
す
る
基
礎
的
な
考
察
か
ら
始
め
る
こ
と
と
す
る
。
ま
た
収
集
し
た
文
書
は
、
多
く
が

戦
国
後
期
に
あ
た
る
佐
竹
義
昭
と
義
重
が
当
主
で
あ
っ
た
時
期
に
集
中
し
て
お
り
、
分
析
は
義
昭
・
義
重
期
を
中
心
に
行
う
こ
と
と
す
る
。

第
一
節　

連
署
印
判
奉
書
の
検
出

佐
竹
氏
の
家
臣
層
の
発
給
文
書
を
収
集
し
た
も
の
が
表
１
で
あ
る
。
収
集
し
た
文
書
の
中
で
注
目
で
き
る
の
が
、
以
下
の
文
書
で
あ
る

（
以
下
、
引
用
史
料
に
つ
い
て
は
、
表
１
所
載
の
文
書
は
表
の
番
号
で
、
所
載
さ
れ
て
い
な
い
文
書
に
つ
い
て
は
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
に

示
す
）。

二
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三

表
１

　
佐

竹
氏

側
近

家
臣

・
奉

行
人

発
給

文
書

目
録

（
義

昭
・

義
重

期
）

番
号

年
 月

日
差

　
出

宛
 所

　
文

書
形

式
内

容
分

類
内

　
容

　
　

　
　

　
備

　
　

考
1

永
禄

２
年

6
22

小
田

野
義

房
・

和
田

昭
為

後
藤

七
郎

四
郎

殿
連

署
書

状
写

①
「

後
藤

御
恩

賞
之

内
貳

貫
之

地
」

を
息

女
へ

貸
し

置
か

れ
る

家
蔵

五
、

根
本

治
兵

衛
家

文
書

2
永

禄
７

年
1

11
岡

本
禅

哲
滑

川
兵

庫
助

殿
　

進
書

状
写

①
「

其
方

抱
坂

本
平

之
儀

」
を

請
け

取
る

に
つ

き
家

蔵
八

、
滑

川
與

一
左

衛
門

家
文

書
3

（
永

禄
７

年
）

8
13

印
判

（
禅

哲
・

昭
為

）
深

谷
外

記
殿

連
署

印
判

奉
書

写
①

見
地

を
め

ぐ
る

侘
言

に
対

す
る

「
御

意
」

に
付

き
家

蔵
四

八
、

深
谷

藤
左

衛
門

家
文

書
4

永
禄

９
年

9
9

和
田

昭
為

白
川

御
館

江
起

請
文

写
④

義
重

所
へ

別
条

な
き

由
に

よ
り

公
内

共
に

無
為

走
廻

を
誓

う
佐

竹
義

重
等

誓
紙

写
（

東
大

史
料

本
）

5
永

禄
10

年
10

17
和

田
昭

為
近

津
別

当
　

参
書

状
①

造
営

に
伴

う
「

保
内

役
銭

之
事

」
を

免
許

す
る

近
津

文
書

（『
茨

県
』

中
世

編
Ⅱ

所
収

）
6

（
永

禄
12

年
）

閏
5

17
小

貫
頼

安
・

河
井

堅
忠

河
豊

　
御

宿
所

書
状

④
使

の
際

の
御

馳
走

を
謝

し
、

後
の

状
況

を
伝

え
る

上
杉

家
文

書
（『

新
県

』
資

料
編

３
所

収
）

7
（

天
正

３
年

）
6

22
（

八
木

）
里

吉
け

ん
物

と
の

へ
通

行
手

形
写

①
諸

口
弓

商
売

の
通

行
を

免
許

す
る

水
府

志
料

所
収

（『
茨

県
』

Ⅱ
所

収
）

8
天

正
６

年
7

10
大

山
義

種
他

五
名

舟
尾

野
州

・
同

　
山

城
守

殿
　

参
起

請
文

写
③

仰
せ

越
さ

れ
た

内
儀

を
心

得
た

こ
と

を
誓

う
家

蔵
二

五
、

船
尾

靱
負

家
文

書
9

（
天

正
８

年
）

7
10

小
貫

頼
如

会
津

　
御

館
貴

面
人

々
御

中
書

状
写

④
田

村
の

佐
々

川
攻

撃
問

題
の

処
理

を
解

答
す

る
新

編
会

津
風

土
記

所
収

文
書

（『
郡

市
』

８
所

収
）

10
（

天
正

10
年

）
3

13
御

代
隆

秀
遠

藤
山

城
守

殿
書

状
④

「
会

・
岩

・
田

御
無

事
の

儀
」

の
裁

許
の

支
持

を
伝

え
る

遠
藤

家
文

書
11

（
天

正
10

年
）

3
13

介
川

里
通

遠
藤

山
城

守
殿

書
状

④
代

始
め

の
祝

儀
や

「
岩

城
・

会
津

・
田

村
御

籌
策

」
に

付
き

遠
藤

家
文

書
12

（
天

正
10

年
）

3
14

小
貫

頼
安

伊
達

御
館

江
　

貴
報

人
々

書
状

写
④

「
会

津
・

岩
城

・
田

村
御

無
事

之
儀

」
の

裁
許

の
支

持
を

伝
え

る
伊

達
文

書
（『

福
島

県
史

』
７

所
収

）
13

（
天

正
10

年
）

3
14

小
田

野
義

忠
伊

達
御

館
　

貴
報

書
状

写
④

「
会

・
岩

・
田

御
無

事
之

儀
」

の
裁

許
し

た
き

旨
の

連
絡

を
謝

す
伊

達
文

書
（『

福
島

県
史

』
７

所
収

）
14

（
天

正
10

年
）

3
14

岡
本

顕
逸

米
沢

江
　

貴
報

書
状

写
④

「
三

家
無

事
之

儀
」

裁
許

の
連

絡
を

謝
す

伊
達

文
書

（『
福

島
県

史
』

７
所

収
）

15
天

正
12

年
3

15
御

代
隆

秀
石

川
河

内
守

と
の

判
物

写
①

「
つ

る
さ

し
弓

」
に

つ
い

て
免

許
を

与
え

る
水

府
志

料
所

収
文

書
（『

茨
県

』
中

世
編

Ⅱ
所

収
）

16
天

正
12

年
7

10
和

田
昭

為
安

嶋
美

濃
守

殿
　

参
起

請
文

写
③

誓
書

を
以

て
懇

切
を

承
る

に
つ

き
、

隔
心

な
き

事
を

誓
う

家
蔵

五
、

安
嶋

文
右

衛
門

家
文

書
17

天
正

18
年

1
7

和
田

昭
為

吉
成

い
な

は
殿

　
参

判
物

写
①

「
地

辺
之

事
」

を
以

前
の

如
く

安
堵

す
る

家
蔵

三
三

、
吉

成
三

左
衛

門
家

文
書

18
天

正
18

年
4

3
人

見
藤

道
川

井
右

馬
助

殿
　

ま
い

る
起

請
文

写
③

上
意

奉
公

に
対

し
無

二
指

南
す

べ
き

事
に

付
家

蔵
四

四
、

河
井

忠
盈

家
文

書
19

2
19

太
縄

義
辰

御
辺

御
館

江
　

貴
報

人
々

書
状

④
安

積
口

の
事

を
太

田
へ

飛
脚

し
た

旨
を

謝
す

瀬
谷

文
書

（『
栃

県
』

史
料

編
　

中
世

一
所

収
）

20
3

23
太

縄
義

興
御

辺
　

御
館

　
参

人
々

御
中

書
状

写
④

安
積

表
の

情
勢

を
報

じ
、

須
賀

川
表

へ
の

派
兵

を
依

頼
す

る
新

編
会

津
風

土
記

所
収

文
書

（『
福

県
』

７
所

収
）

21
1

29
真

崎
義

保
佐

藤
平

次
衛

門
尉

殿
　

御
返

事
書

状
写

③
「

野
つ

ヽ
き

」
へ

の
参

陣
を

求
め

、
進

退
の

保
証

を
約

束
す

る
家

蔵
五

十
、

佐
藤

秀
信

家
文

書
22

真
崎

義
伊

佐
藤

平
次

へ
も

ん
殿

　
参

書
状

写
②

赤
舘

に
お

け
る

働
き

に
対

し
、「

御
馬

」
拝

領
を

伝
え

る
家

蔵
五

十
、

佐
藤

秀
信

家
文

書
23

2
24

和
田

昭
為

和
知

右
馬

助
殿

書
状

④
岩

城
・

白
川

間
の

義
重

の
一

和
調

停
に

付
き

伊
勢

結
城

文
書

（『
福

島
県

史
』

７
所

収
）

24
2

26
和

田
昭

為
太

伊
　

参
書

状
写

②
「

ひ
さ

ハ
・

た
か

ふ
・

か
ミ

文
」

へ
の

「
御

東
詫

言
」

に
付

き
家

蔵
四

、
大

窪
庄

大
夫

家
文

書
25

3
28

花
（

和
田

昭
為

）
白

川
殿

書
状

⑤
遠

国
流

浪
に

お
け

る
懇

親
を

謝
す

東
京

大
学

白
川

文
書

（『
白

市
』

五
所

収
）

26
8

4
和

田
昭

為
中

田
左

馬
助

殿
・

同
新

兵
衛

殿
　

ま
い

る
書

状
写

①
「

長
倉

と
め

普
請

」
を

指
示

す
る

家
蔵

六
、

中
田

郷
左

衛
門

家
文

書
27

10
13

和
田

昭
為

佐
藤

四
郎

右
衛

門
殿

　
参

書
状

写
②

其
方

の
扶

持
方

の
事

の
了

解
の

意
を

報
じ

る
家

蔵
十

五
、

佐
藤

四
郎

右
衛

門
家

文
書

28
和

田
昭

為
伊

州
　

御
報

書
状

写
⑤

御
洞

へ
の

復
帰

の
貴

辺
指

南
を

忘
れ

ま
じ

き
意

を
表

す
家

蔵
四

、
大

窪
庄

大
夫

家
文

書
29

4
8

人
見

藤
通

八
槻

別
当

江
　

参
書

状
②

八
槻

社
人

衆
抱

の
御

証
書

の
厳

密
の

取
次

を
約

束
す

る
八

槻
文

書
（『

棚
倉

町
史

』
二

所
収

）
30

10
13

人
見

藤
通

石
井

文
六

郎
殿

書
状

写
③

保
内

指
南

の
様

躰
を

承
る

に
よ

り
、

如
在

な
き

指
南

を
約

束
す

る
家

蔵
十

五
、

石
井

蔵
人

家
文

書
31

4
21

小
貫

久
頼

須
田

監
物

殿
　

御
宿

所
書

状
写

④
田

へ
罷

越
し

た
際

の
懇

切
を

謝
し

、
向

後
の

隔
意

な
き

意
を

表
す

家
蔵

三
三

、
横

塚
久

之
丞

家
文

書
32

7
10

小
貫

頼
如

会
津

　
御

館
　

貴
面

人
々

御
中

書
状

写
④

指
南

依
頼

を
受

諾
し

、
田

村
氏

へ
の

葦
名

氏
の

反
撃

を
慰

留
す

る
新

編
会

津
風

土
記

所
収

文
書

（『
福

県
』

７
所

収
）

33
6

10
大

縄
江

庵
宗

□
書

状
写

⑤
今

晩
の

囃
興

行
を

伝
え

、
五

種
三

荷
を

進
せ

る
家

蔵
五

二
、

森
川

光
仮

家
文

書
34

4
13

大
縄

江
庵

玄
策

・
長

山
通

兄
多

却
　

貴
報

人
々

御
中

連
署

書
状

写
④

貴
札

到
来

を
謝

し
、

南
衆

に
対

し
明

後
日

打
出

を
伝

え
る

石
崎

文
書

（『
栃

県
』

史
料

編
　

中
世

一
所

収
）

35
3

27
大

窪
種

光
・

国
安

久
行

芹
沢

江
　

参
起

請
文

④
彼

口
の

事
や

證
人

之
事

に
付

き
芹

沢
文

書
（『

茨
県

』
中

世
編

Ⅰ
所

収
）

36
大

窪
種

光
懸

太
・

阿
丹

参
書

状
写

④
会

津
出

馬
・

石
川

藤
五

郎
抱

に
付

き
家

蔵
二

九
、

石
川

助
之

允
家

文
書

37
10

20
山

方
重

泰
鹿

嶋
神

主
殿

　
御

報
書

状
②

宮
介

の
御

当
地

退
散

に
付

き
鹿

島
神

宮
文

書
（『

茨
県

』
中

世
編

Ⅰ
所

収
）

38
10

25
山

方
重

泰
鹿

嶋
神

主
へ

　
御

報
書

状
②

宮
介

の
御

当
地

退
散

後
の

御
神

領
問

題
に

付
き

鹿
島

神
宮

文
書

（『
茨

県
』

中
世

編
Ⅰ

所
収

）
40

6
26

山
方

篤
泰

烟
田

へ
　

御
報

書
状

写
④

御
息

又
太

郎
と

府
中

と
の

縁
約

成
就

の
祝

儀
到

来
を

謝
す

烟
田

文
書

（『
鉾

町
　

中
世

史
料

編
』

所
収

）
41

3
晦

八
木

重
吉

松
平

源
左

衛
門

尉
殿

書
状

写
④

道
堅

と
の

御
申

を
謝

し
、

永
沼

境
の

地
利

取
立

を
報

じ
る

歴
代

古
案

所
収

文
書

（『
茨

県
』

中
世

編
Ⅴ

所
収

）
42

12
24

大
和

田
重

清
平

大
　

御
報

書
状

写
②

貴
所

所
持

の
兄

鷹
を

義
重

所
望

に
よ

り
指

越
に

付
き

家
蔵

五
二

、
平

野
貞

知
家

文
書

43
河

井
堅

忠
房

州
へ

　
ま

い
る

人
々

書
状

写
⑤

御
出

身
を

祝
し

、
近

年
の

苦
労

を
ね

ぎ
ら

う
家

蔵
三

四
、

和
田

掃
部

助
家

文
書
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史
料
２　（

木
版
印
判
影
）

尚
々

侘
言
被
レ
申
義
令
二
披
露
一
候
、
見
地
被
二
相
止
一
候
歟
、
又
過
分
ニ
被
レ
及
二
聞
召
一
被
レ
成
二
御
見
地
一
候
者
、
あ
け
し
之
内
七
十
貫
之

分
可
レ
被
レ
遣
由
、
上
意
候
、
心
易
存
罷
帰
、
致
二
支
度
一
可
レ
被
二
罷
越
一
候
、
畢
竟
御
奉
公
之
申
様
ニ
極
候
由
、
御
意
ニ
候
、
恐
々
謹
言
、

（
永
禄
七
年
）

八
月
十
三
日　
　
　

禅
哲
（
花
押
影
）

昭
為
（
花
押
影
）

深
谷
外
記
殿

（
３
）

史
料
Ａ　

当
地
踞
付
あ
け
し
遣
レ
之
候
、
見
地
之
上
五
十
貫
之
分
可
二
相
渡
一
者
也
、

永
禄
七
年
甲
子

八
月
十
二
日　
　
　
　
　
（
義
昭
花
押
影
）

深
谷
外
記
と
の

（
４
）

史
料
２
は
、
深
谷
外
記
の
「
侘
言
」
を
佐
竹
義
昭
に
披
露
し
た
と
こ
ろ
、「
見
地
」
＝
検
地
を
行
わ
な
い
か
、
ま
た
は
検
地
を
行
う
の

で
あ
れ
ば
、「
あ
け
し
之
内
」（
茨
城
県
つ
く
ば
市
明
石
）
か
ら
七
十
貫
文
の
地
を
与
え
る
で
あ
ろ
う
義
昭
の
上
意
が
示
さ
れ
、
こ
れ
に
承

諾
し
て
明
石
へ
赴
く
べ
き
こ
と
を
佐
竹
氏
の
家
臣
で
あ
る
岡
本
禅
哲
と
和
田
昭
為
が
指
示
し
た
文
書
で
あ
る
。
史
料
２
中
の
「
上
意
」
が

佐
竹
義
昭
の
意
志
で
あ
る
こ
と
は
、
前
日
で
あ
る
八
月
十
二
日
付
で
史
料
Ａ
が
義
昭
よ
り
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

四
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両
者
を
比
べ
て
興
味
深
い
こ
と
は
、
史
料
Ａ
で
は
、「
あ
け
し
」
か
ら
検
地
の
上
で
五
十
貫
文
の
地
を
与
え
る
こ
と
が
内
容
で
あ
る
が
、

史
料
２
で
は
七
十
貫
文
の
地
を
与
え
る
文
言
に
代
わ
っ
て
お
り
、「
侘
言
」
＝
訴
え
に
及
ん
だ
結
果
、
深
谷
氏
が
加
増
を
獲
得
し
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
点
で
あ
る
。

史
料
２
で
注
目
で
き
る
点
は
、
深
谷
氏
が
禅
哲
・
昭
為
に
対
し
て
「
侘
言
」
を
上
申
し
、
そ
れ
を
両
者
が
義
昭
に
披
露
し
た
結
果
、
義

昭
の
意
向
＝
「
上
意
」
が
示
さ
れ
、
そ
れ
を
両
者
が
深
谷
氏
に
伝
達
し
た
こ
と
が
明
か
な
点
で
あ
り
、
加
え
て
、
そ
の
「
上
意
」
を
伝
え

る
文
書
と
し
て
、
佐
竹
氏
の
家
印
と
考
え
ら
れ
る
木
版
の
印
判
を
文
書
の
袖
に
捺
し
た
文
書
が
用
い
ら
れ
、
そ
の
文
書
の
日
下
に
禅
哲
と

昭
為
の
両
者
が
署
判
し
た
こ
と
に
よ
り
、
両
者
が
義
昭
の
「
上
意
」
を
伝
達
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
上
記
の
点
を
考

慮
す
れ
ば
、
史
料
２
は
、
佐
竹
氏
の
当
主
の
意
向
を
受
け
た
印
判
奉
書
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、
史
料
２
の
存
在
に

よ
っ
て
佐
竹
氏
に
お
い
て
も
数
は
少
な
い
な
が
ら
も
当
主
と
の
人
格
的
な
つ
な
が
り
を
象
徴
的
に
示
す
花
押
の
署
判
で
は
な
く
、
印
判
を

用
い
て
署
判
を
行
い
、
そ
れ
に
更
に
当
主
の
意
向
を
伝
達
す
る
存
在
が
署
判
を
加
え
て
文
書
を
発
給
す
る
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
が
確
認
で
き
る
。
佐
竹
氏
に
お
い
て
も
、
当
主
と
家
臣
の
間
を
繋
ぐ
家
臣
層
を
介
す
る
一
定
の
統
治
組
織
が
整
備
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
こ

と
を
示
す
事
実
で
あ
る
。

も
う
一
点
、
こ
の
文
書
に
つ
い
て
注
目
で
き
る
特
徴
と
し
て
は
、「
見
地
」
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
検
地
条
項
の
明
記
で
あ
る
。
佐
竹

氏
領
国
に
お
い
て
検
地
を
実
施
し
て
い
た
事
例
は
確
認
さ
れ
て
い
る
が

（
５
）

、
佐
竹
氏
署
判
の
充
行
状
文
言
と
し
て
確
認
で
き
る
の
は
、
実
は

史
料
Ａ
・
２
と
同
時
期
の
永
禄
七
年
期
に
発
給
さ
れ
た
充
行
状
に
限
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
充
行
状
群
は
、
す
べ
て
常
陸
南
部
の
小

田
氏
の
居
城
で
あ
っ
た
小
田
城
（
つ
く
ば
市
）
攻
略
に
伴
っ
て
発
給
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
永
禄
七
年
の
小
田
城
攻
略
は
、
佐
竹
氏

と
越
後
の
上
杉
輝
虎
の
共
同
し
た
軍
事
行
動
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
輝
虎
と
の
合
意
の
下
に
小
田
城
近
辺
の
支
配
が
確
保
さ
れ
た
も

の
で
あ
る

（
６
）

。
ま
た
小
田
城
は
、
佐
竹
氏
の
本
領
を
離
れ
た
地
域
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
時
期
の
小
田
城
周
辺
に
対
し

て
発
給
さ
れ
た
充
行
状
に
は
、
新
た
に
領
国
に
編
入
さ
れ
た
所
領
支
配
を
展
開
す
る
た
め
に
発
給
さ
れ
た

（
７
）

性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
た
め
、
他
の
充
行
状
に
は
み
る
こ
と
の
で
き
な
い
検
地
条
項
が
確
認
で
き
、
義
昭
の
意
向
を
奉
ず
る
形
の
連
署
印
判
奉
書
の
発
給
が

五
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行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る

（
８
）

。

こ
の
よ
う
に
佐
竹
氏
に
お
い
て
も
当
主
の
上
意
を
「
印
判
」
と
い
う
形
で
受
け
て
、
そ
れ
を
奉
行
人
あ
る
い
は
家
臣
層
が
、
下
位
の
家

臣
や
郷
村
に
伝
達
す
る
形
式
を
示
す
連
署
印
判
奉
書
が
成
立
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
佐
竹
氏
の
領
国
支
配
機
構
の
中
心
と
な
る
意
志
伝
達

組
織
が
一
定
の
成
熟
度
を
持
っ
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
印
判
奉
書
の
残
存
数
も
管
見
の
限
り
で
は
非

常
に
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
注
目
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

次
に
注
目
し
た
い
の
が
、
史
料
１
で
あ
る
。

史
料
１

後
藤
御
恩
賞
之
内
、
貳
貫
文
之
地
以
二
両
人
意
見
一
、
讃
岐
一
代
息
女
へ
可
レ
被
二
借
置
一
事
、
為
二
後
日
一
壹
書
進
候
、
恐
々
謹
言
、

永
禄
二
年
己
未

六
月
廿
二
日　
　
　
　
　

義
房
（
花
押
影
）

昭
為
（
花
押
影
）

後
藤
七
郎
四
郎
殿

（
９
）

　
史
料
１
は
、
後
藤
氏
に
対
し
て
与
え
ら
れ
た
恩
賞
所
領
の
内
で
二
貫
文
の
地
を
、
小
田
野
義
房
と
和
田
昭
為
が
両
人
の
意
見
を
も
っ
て

後
藤
讃
岐
守
の
一
代
の
間
に
限
っ
て
息
女
へ
借
し
置
か
れ
る
こ
と
を
保
証
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
で
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
は
、
文
言
上
で
は
佐
竹
氏
当
主
の
上
意
の
所
在
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
は
い
な
い
こ
と
で
あ
り
、
一
代
に
限
っ
た
保
証
な
が
ら
宗
家
家
臣

が
そ
の
保
証
を
連
署
で
「
両
人
意
見
」
に
よ
っ
て
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
章
の
多
く
が
受
益
者
の
要
請
に
よ
っ
て

発
給
さ
れ
る
中
世
の
状
況
を
考
え
る
と
、
上
意
の
所
在
が
明
確
で
は
な
い
な
が
ら
宗
家
家
臣
の
両
者
に
よ
る
保
証
が
、
後
藤
氏
に
と
っ
て

佐
竹
氏
内
部
に
お
い
て
一
定
の
公
的
な
保
証
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
小
田
野
氏
・
和
田
氏
と
い
っ

六
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た
宗
家
家
臣
に
よ
る
文
書
が
、
佐
竹
氏
領
国
内
部
に
お
い
て
一
定
の
公
文
書
的
性
格
を
持
っ
た
文
書
と
し
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
を
意
味

す
る
。
勿
論
、
史
料
１
は
当
主
と
の
関
係
を
前
提
に
両
者
の
保
証
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
は
予
想
さ
れ
る
が
、
佐
竹
氏
家
臣
が
当
主
の
統

治
権
を
一
定
度
分
掌
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
文
書
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
史
料
１
・
２
を
読
ん
で
い
く
と
、
佐
竹
氏
の
下
に
あ
っ
て
他
の
戦
国
期
権
力
と
同
様
に
家
臣
層
が
統
治
権
を
分
掌
す
る
形

で
の
統
治
機
構
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
次
節
で
は
、
家
臣
層
の
発
給
文
書
の
分
析
を
内
容
別
に
行
っ
て
、
そ
の
構
造
を
考

え
て
い
き
た
い
。

第
二
節　

内
政
に
関
す
る
文
書
の
検
討

表
１
の
発
給
文
書
を
発
給
者
毎
に
発
給
文
書
の
内
容
を
分
類
し
て
提
示
し
た
の
が
、
次
の
表
２
で
あ
る
。

発
給
文
書
の
数
を
み
る
と
、
和
田
昭
為
が
13
通
、
小
貫
頼
久
が
６
通
を
発
給
し
て
お
り
、
他
の
家
臣
層
に
比
べ
て
突
出
し
て
多
い
こ
と
が

わ
か
る
。
内
容
を
み
る
と
、
当
主
の
上
意
下
達
か
ら
寄
子
と
の
や
り
と
り
を
含
む
文
書
、
他
の
大
名
と
の
起
請
文
に
至
る
迄
の
様
々
な
内
容

の
文
書
を
発
給
し
て
い
る
和
田
に
対
し
て
、
小
貫
は
、
管
見
の
限
り
①
に
分
類
さ
れ
る
知
行
関
係
の
発
給
文
書
が
み
あ
た
ら
ず
、
外
交
交
渉

に
限
定
さ
れ
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
る
。
発
給
文
書
が
多
い
両
者
で
あ
っ
て
も
そ
の
役
割
に
違
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
予
想
で
き
る
。
そ
の
他

の
家
臣
層
に
は
突
出
し
た
存
在
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
以
下
は
内
政
・
外
交
・
指
南
関
係
に
分
け
て
考
察
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

統
治
権
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
上
で
重
要
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
主
従
制
の
根
幹
を
な
す
知
行
関
係
の
文
書
で
あ
る
。
文
書
数
ば
か

り
で
な
く
、
知
行
関
係
の
文
書
を
発
給
し
て
い
る
家
臣
の
中
で
注
目
で
き
る
の
が
、
岡
本
梅
江
斎
禅
哲
で
あ
る
。
禅
哲
は
発
給
文
書
は
３
通
と

少
な
い
な
が
ら
も
、
内
容
と
し
て
は
、
既
に
触
れ
た
印
判
奉
書
を
発
給
し
、
他
に
も
知
行
に
関
す
る
文
書
を
発
給
し
て
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、

次
の
よ
う
な
文
書
が
確
認
さ
れ
、
当
主
か
ら
禅
哲
に
宛
て
る
形
で
家
臣
層
の
知
行
関
係
を
指
示
す
る
文
書
が
出
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

七
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史
料
Ｂ

上
遠
野
源
五
郎
拘
之
内
少
所
、
旁
々
以
二
取
刷
一
赤
坂
江
当
年
一
作
被
二
相
借
一
候
歟
、
乍
二
勿
論
一
自
二
来
春
一
者
如
二
前
一々
聊
不
レ
可
レ

有
二
相
違
一
候
、
為
二
其
一
筆
一
進
之
候
、
恐
々
謹
言

六
月
廿
一
日　
　

義
重
（
花
押
影
）

八

表２　側近・奉行人層の発給文書の発給者別分類表

分類　①知行充行・諸役賦課に関するもの　　②取次に関するもの
③寄子関係の契約・進退保証等に関するもの 
④外交交渉に関するもの　　⑤私信

 和田昭為  13 通
 
 

①　１（連署）・３（連署）・５・17・26
②　24・27　　③　８（連署）・16
④　４・23　※ 25 は佐竹氏離脱期のため除外
⑤　28

 小貫頼久
（頼如・頼安 ・久頼）

６通 ③　８（連署）
④　６（連署）・９・12・31・32

 大縄義辰（義興） ３通 ③　８（連署）　　④　19・20

 岡本禅哲 ３通 ①　２・３（連署）　④　14

 大窪種光 ２通 ④　35（連署）・36

 大縄江庵宗□（玄策） ２通 ④　34（連署）　　⑤　33

 河井堅忠 ２通 ④　６（連署）　　⑤　43

 人見藤道 ２通 ②　29　　③　18・30

 御代隆秀 ２通 ①　15　　④　10　

 八木重吉 ２通 ①　７　　④　41

 山方重泰 ２通 ②　37・38

 小田野義房 １通 ①　１（連署）

 小田野輔義忠 １通 ④　13

 小野崎隆元 １通 ③　８（連署）

 大窪秀光 １通 ③　８（連署）

 大山義種 １通 ③　８（連署）

 大和田重清 １通 ②　42

 岡本顕逸 １通 ④　14

 国安久行 １通 ④　35（連署）

 介川里通 １通 ④　11

 長山通兄 １通 ④　34（連署）

 真崎義保 １通 ③　21

 真崎義伊 １通 ③　22

 山方篤泰 １通 ④　40
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薩
摩
守
殿

梅
江
斎）

（（
（

こ
の
史
料
は
、
永
禄
期
に
南
奥
に
在
番
し
て
い
る
岡
本
禅
哲
と
佐
竹
義
喬
に
対
し
て
、
佐
竹
義
重
が
「
上
遠
野
源
五
郎
拘
」
の
所
領
に

つ
い
て
赤
坂
氏
が
そ
の
一
部
を
当
年
一
作
に
限
っ
て
借
用
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
文
書
で
あ
る
。
こ
の
文
書
は
、
秋
田
藩
家
蔵
文
書
編
纂

期
に
お
い
て
上
遠
野
源
五
郎
の
子
孫
に
あ
た
る
上
遠
野
弥
左
衛
門
が
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
史
料
Ｂ
は
、
義
喬
と
禅
哲
が
披
見
し
た

後
に
所
領
を
借
す
こ
と
に
な
る
上
遠
野
氏
に
渡
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。そ
の
所
蔵
状
況
か
ら
考
え
れ
ば
義
重
の
文
書
発
給
の
段
階
か
ら
、

義
喬
・
禅
哲
を
介
し
な
が
ら
上
遠
野
氏
に
渡
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
し
て
文
書
が
発
給
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
、
義
喬
と
禅

哲
が
、
こ
の
上
遠
野
源
五
郎
の
所
領
問
題
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
義
重
の
文
書
発
給
は
そ
れ
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

他
に
禅
哲
に
宛
て
る
形
で
佐
竹
氏
当
主
か
ら
南
奥
関
係
の
在
城
料
の
分
配
・
役
銭
の
賦
課
を
指
示
す
る
内
容
の
文
書
が
発
給
さ
れ
て
い

る）
（（
（

。
岡
本
禅
哲
は
、
永
禄
期
前
後
に
義
喬
と
共
に
南
奥
に
在
番
し
、
そ
の
た
め
一
時
的
な
が
ら
佐
竹
氏
一
族
と
共
に
地
域
支
配
を
一
定
度

は
当
主
か
ら
委
任
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
こ
の
よ
う
な
文
書
を
当
主
か
ら
発
給
さ
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
南
奥
に
関
す
る
知
行
関

係
の
文
書
発
給
に
関
し
て
は
、
義
喬
が
元
亀
年
間
以
降
に
弟
の
義
久
に
活
動
を
譲
っ
て
以
降
、
義
重
の
発
給
文
書
と
共
に
義
久
の
文
書
発

給
が
集
中
的
に
行
わ
れ
る
こ
と
が
度
々
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
る）

（（
（

。
そ
の
た
め
、
禅
哲
は
元
亀
年
間
以
降
は
南
奥
の
地
域
支
配
か
ら
離
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
禅
哲
は
、
永
禄
期
に
南
奥
に
お
け
る
佐
竹
氏
の
知
行
関
係
の
文
書
発
給
に
取
次
と
し
て
深
く
関
わ
る

と
共
に
、
既
に
触
れ
た
よ
う
に
地
域
の
違
う
小
田
領
の
知
行
問
題
に
も
携
わ
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
佐
竹
氏
の
奉
行
人
層
の
中
で
は
重
要

な
位
置
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

同
様
に
知
行
に
関
す
る
文
書
を
発
給
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
の
が
小
田
野
義
房
で
、
数
は
少
な
い
な
が
ら
既
に
検
討
し
た
史
料
１
の

発
給
を
行
い
、
和
田
昭
為
と
共
に
佐
竹
氏
内
部
に
お
い
て
知
行
関
係
の
問
題
を
扱
う
立
場
に
立
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
小
田
野
氏

は
、
禅
哲
の
よ
う
に
南
奥
に
在
番
す
る
よ
う
な
こ
と
は
な
い
が
、
発
給
文
書
の
状
況
か
ら
考
え
れ
ば
、
和
田
・
岡
本
と
並
ぶ
地
位
を
占
め

九
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て
い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
八
木
里
吉
と
御
代
隆
秀
も
内
政
に
関
わ
る
文
書
発
給
を
行
っ
て
い
る
が
、
八
木
が
弓
商
売
の
通
行
を
免
許
す
る
手
形
を
発
給
し
、

御
代
は
弓
に
関
す
る
免
許
を
与
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
先
の
三
者
に
比
べ
る
と
限
定
的
な
内
容
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
節　

外
交
に
関
す
る
文
書
の
検
討

外
交
関
係
を
み
て
い
く
と
、
知
行
関
係
の
文
書
で
注
目
し
た
和
田
・
岡
本
・
小
田
野
以
外
で
も
十
一
名
の
文
書
を
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
広
範
な
階
層
の
家
臣
層
が
文
書
を
発
給
し
て
い
る
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
興
味
深
い
こ
と
は
、
表
中
で
④
＝
外
交
関

係
に
分
類
し
た
文
書
は
全
四
三
通
の
一
七
通
と
三
分
の
一
強
を
占
め
る
多
さ
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
が
相
手
側
よ
り
の
返
書
と
し
て
出
さ

れ
て
い
た
り
、使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
た
際
の
相
手
側
の
配
慮
へ
の
謝
意
を
含
む
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

外
交
関
係
の
文
書
の
多
く
が
相
手
側
か
ら
の
働
き
か
け
に
対
す
る
対
応
や
交
渉
過
程
で
出
さ
れ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
戦
国

期
権
力
の
側
近
家
臣
・
奉
行
人
層
の
活
動
に
は
副
状
の
発
給
を
行
う
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
る
が
、
佐
竹
氏
の
場
合
、
管
見
の
限
り
副
状
は

多
く
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

も
う
一
点
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
外
交
文
書
の
中
で
他
の
戦
国
期
権
力
に
直
接
文
書
を
発
給
す
る
こ
と
が
で
き
る
階
層
が
、
側
近
・
奉

行
人
層
の
中
で
も
限
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
で
あ
る
。
表
中
の
文
書
の
中
で
、白
川
氏
に
直
接
文
書
を
発
給
で
き
て
い
る
の
は
和
田
昭
為
・

大
縄
義
辰
、
伊
達
氏
に
対
し
て
は
小
貫
頼
安
（
頼
久
）・
小
田
野
義
忠
・
岡
本
顕
逸）

（（
（

、
蘆
名
氏
に
対
し
て
は
小
貫
頼
如
（
頼
久
）
で
あ
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
他
の
家
臣
層
は
、
他
の
権
力
と
接
触
を
持
っ
て
も
、
そ
の
側
近
家
臣
か
国
衆
層
に
文
書
に
発
給
す
る
状
況
で
あ
り
、
直

接
的
に
相
手
の
当
主
に
発
給
し
て
い
な
い
。
和
田
・
小
貫
・
小
田
野
・
岡
本
（
顕
逸
は
禅
哲
の
子
で
あ
る
）
は
、
既
に
内
政
の
面
で
も
触

れ
た
が
、
外
交
に
偏
り
の
あ
る
小
貫
を
除
い
て
知
行
関
係
の
文
書
を
発
給
し
て
お
り
、
佐
竹
氏
で
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る）

（（
（

こ
と
か
ら
、

一
〇
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こ
の
階
層
性
は
注
目
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
こ
で
小
貫
氏
を
含
め
た
知
行
関
係
の
文
書
を
発
給
し
て
い
た
者
の
家
格
に
つ
い
て
触
れ
て
お
く
、
和
田
氏
に
つ
い
て
は
、
昭
為
よ
り

も
先
代
の
段
階
で
、
古
河
公
方
足
利
政
氏
よ
り
文
書
を
受
給
し
て
い
た
り）

（（
（

、
永
禄
九
年
（
一
五
六
六
）
に
は
自
ら
も
白
川
氏
に
対
し
て
起

請
文
を
発
給
す
る
等
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
佐
竹
氏
の
家
臣
の
中
で
も
家
格
的
に
も
最
上
層
に
位
置
し
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
小

田
野
氏
は
、
佐
竹
氏
の
一
族
山
入
氏
の
庶
流
と
い
う
出
自
を
持
ち
な
が
ら
、
山
入
氏
と
佐
竹
氏
宗
家
の
抗
争
の
中
で
宗
家
に
接
近
し
て
重

臣
化
し
た
一
族
で
あ
り
、
こ
れ
も
家
格
的
に
も
高
い
存
在
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
岡
本
氏
は
、『
水
戸
市
史
』
上
巻
に
お
い
て
藤
木

久
志
氏
が
明
か
に
し
て
い
る）

（（
（

が
、
福
島
県
の
い
わ
き
市
に
出
自
を
持
ち
、
佐
竹
氏
の
内
紛
を
岩
城
氏
の
意
向
を
受
け
る
形
で
調
停
し
て
か

ら
次
第
に
佐
竹
氏
の
家
臣
化
し
、
そ
の
家
臣
化
の
経
過
が
示
す
よ
う
に
岩
城
氏
と
の
接
点
も
保
持
し
て
お
り
、
佐
竹
氏
の
一
門
に
準
ず
る

扱
い
を
受
け
た
存
在
で
あ
る
。
小
貫
氏
に
関
し
て
は
、
佐
竹
氏
の
家
臣
団
の
家
格
を
示
す
「
康
応
記
録）

（（
（

」
に
、「
従
中
来
之
宿
老
」
と
し

て
国
衆
小
野
崎
・
江
戸
・
大
塚
氏
と
同
格
に
扱
わ
れ
て
お
り
、
鎌
倉
後
期
・
南
北
朝
期
よ
り
の
家
臣
と
し
て
高
い
家
格
を
保
持
し
て
い
た

こ
と
が
わ
か
る
。
従
っ
て
こ
れ
ら
四
氏
は
、
佐
竹
氏
家
臣
の
中
で
も
最
上
層
に
位
置
す
る
重
臣
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
天
正
二
年
霜
月
に
再
三
の
関
宿
城
救
援
を
求
め
た
上
杉
謙
信
が
自
ら
の
苛
立
ち
を
顕
し
た
書
状
中
に
、「
畢
竟
敵
之
被
レ
乗
二
計

儀
一
候
事
、
無
念
迄
候
、
此
段
佐
左
・
佐
中
・
梶
源
・
梅
江
斎
・
小
佐
ニ
も
可
レ
申
候
」
と
記
し
、
自
ら
の
存
念
を
伝
え
る
べ
き
相
手
と
し
て
、

佐
竹
氏
の
一
門
で
あ
る
佐
左
＝
佐
竹
義
斯
・
佐
中
＝
佐
竹
義
久
、
謙
信
の
越
山
以
来
深
い
関
わ
り
を
持
っ
て
い
た
梶
源
＝
梶
原
政
景
と
並

ん
で
、
梅
江
斎
＝
岡
本
禅
哲
・
小
佐
＝
小
貫
頼
久
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
三
家
の
義
久
や
義
斯
と
並
ん
で
岡
本
・
小
貫
が
佐
竹
氏

の
動
向
を
左
右
す
る
立
場
に
あ
る
と
、
謙
信
が
認
識
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
両
者
が
、
佐
竹
氏
権
力
の
中
枢
部
を
構
成
し
て
い

た
こ
と
は
、
間
違
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
を
先
に
見
た
内
政
面
で
の
活
動
・
家
格
と
考
え
合
わ
せ
れ
ば
、
側
近
・
奉
行
人

層
の
中
に
も
、
外
交
文
書
を
発
給
し
て
当
主
の
意
志
決
定
に
関
与
す
る
上
級
の
階
層
と
、
当
主
の
意
向
を
受
け
て
使
者
と
し
て
活
動
し
、

そ
の
過
程
で
文
書
を
国
衆
や
他
の
権
力
の
重
臣
層
に
発
給
す
る
階
層
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

使
者
と
し
て
活
動
し
た
家
臣
が
国
衆
や
他
の
権
力
の
重
臣
層
と
文
書
を
や
り
と
り
す
る
理
由
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、「
去
比
者
田
へ

一
一
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罷
越
候
処
、
於
二
半
途
一
種
々
御
懇
切
共
于
レ
今
畏
入
迄
候）

（（
（

」
と
い
う
文
言
や
「
今
度
種
々
御
懇
意
、
実
以
難
二
申
尽
一
候
、
殊
罷
立
候
砌
、

府
内
迄
御
下
、
外
聞
見
所
、
畏
入
存
迄
候）

（（
（

」
と
い
う
文
言
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
使
者
と
し
て
赴
い
た
先
で
の
対
応
へ
の
謝
意
を
表
す
行

動
は
、
家
臣
層
の
個
々
の
人
格
的
な
行
動
と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
出
発
点
と
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
対

応
し
た
他
勢
力
の
家
臣
層
と
懇
切
な
交
際
を
持
つ
こ
と
を
通
じ
、
以
後
の
自
ら
の
活
動
を
円
滑
化
す
る
と
共
に
自
ら
の
属
す
る
権
力
の
外

交
に
益
す
る
た
め
の
行
動
と
い
え
る
。
前
述
の
権
力
自
身
に
文
書
を
発
給
す
る
階
層
と
は
異
な
る
立
場
の
活
動
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
。

第
四
節　

指
南
関
係
に
関
す
る
文
書
の
検
討

指
南
関
係
に
つ
い
て
、
表
２
の
分
類
に
お
け
る
寄
子
関
係
の
契
約
・
進
退
保
証
等
に
関
す
る
も
の
を
検
討
す
る
。
進
退
保
証
に
関
す
る

文
書
と
し
て
注
目
で
き
る
の
は
、史
料
８
で
あ
る
。
こ
の
起
請
文
写
は
、船
尾
昭
直
が
白
川
氏
と
の
和
睦
交
渉
を
ま
と
め
る
際
に
、「
内
儀
」

を
心
得
る
と
し
て
昭
直
の
進
退
保
証
を
行
っ
た
文
書
で
あ
る
が
、
こ
の
文
書
に
は
、
実
に
大
山
義
種
・
和
田
昭
為
・
大
縄
義
辰
・
小
野
崎

隆
元
・
大
窪
秀
光
・
小
貫
頼
安
（
頼
久
）
の
六
人
が
署
判
を
行
っ
て
い
る
。
昭
直
の
和
睦
交
渉
が
義
重
の
次
男
の
白
川
入
嗣
の
実
現
に
結

果
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
昭
直
の
活
動
の
重
要
性
に
よ
っ
て
こ
の
よ
う
な
起
請
文
が
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
が
、
六
人
の
構
成
で
あ
る
。
和
田
・
小
貫
に
関
し
て
は
前
述
し
た
た
め
省
略
す
る
が
、
大
山
義
種
は
佐
竹

氏
の
庶
子
家
大
山
氏
よ
り
分
出
し
た
一
族
で
あ
り
、
文
禄
期
の
大
和
田
重
清
の
日
記）

（（
（

に
頻
出
し
て
活
動
し
て
お
り
、
義
種
は
佐
竹
氏
の
権

力
の
構
成
員
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
大
縄
義
辰
に
つ
い
て
は
、
彼
の
南
奥
に
在
番
し
て
の
活
動
や
義
広
と
の
関
係
か
ら
加
わ
っ
た
と
考

え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
小
野
崎
隆
元
は
佐
竹
北
家
の
重
臣
で
あ
り
、
宗
家
よ
り
受
領
を
受
け
て
直
臣
待
遇
を
与
え
ら
れ
て
い
た
存
在

で
あ
り
、
大
窪
秀
光
も
同
様
に
佐
竹
東
家
の
重
臣
で
、
宗
家
よ
り
直
臣
待
遇
を
受
け
て
い
た
。
そ
の
構
成
か
ら
考
え
て
、
三
家
付
の
小
野

一
二
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崎
と
大
窪
を
含
め
て
こ
の
六
人
が
佐
竹
氏
の
権
力
の
中
枢
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い
よ
う
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
彼
ら
権
力
の

中
枢
に
位
置
す
る
六
人
の
内
諾
を
受
け
て
、
船
尾
昭
直
は
和
睦
交
渉
を
ま
と
め
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
わ
れ
る
。

指
南
関
係
の
契
約
を
示
す
文
書
が
、
史
料
18
で
あ
る
。

史
料
18敬

白　
　

起
請
文
之
事

一
上
意
御
為
御
奉
公
、
向
後
猶
以
於
レ
有
レ
之
ハ
、
無
二
御
指
南
可
レ
申
事
、

一
於
二
世
上
ニ
一
我
等
善
悪
之
唱
も
候
ハ
ゝ
、
不
レ
残
可
レ
被
レ
為
レ
知
之
事
、

一
我
等
不
レ
及
二
分
別
ニ
一
儀
、
談
合
可
レ
申
事
、

一
佞
人
も
候
ハ
ゝ
、
互
ニ
直
談
可
レ
申
事
、

一
萬
一
如
何
様
之
仕
合
之
時
分
も
、
可
レ
為
二
御
同
前
一
之
由
畏
入
之
事
、

一
眼
前
骨
肉
を
も
被
二
指
置
一
、
我
等
筋
計
可
レ
被
レ
守
之
由
肝
要
ニ
存
候
事
、
以
上
、

右
條
於
レ
偽
者
、（
中
略
）　

則
御
罰
を
か
ふ
む
る
へ
き
事
、

人
見
主
膳
正

天
正
十
八
年
四
月
三
日　

      

藤
道
（
花
押
影
）

川
井
右
馬
助
殿
ま
い
る）

（（
（

史
料
18
は
、
人
見
藤
道
が
指
南
に
属
す
る
川
井
右
馬
助
に
対
し
て
与
え
た
起
請
文
の
写
で
あ
る
。
内
容
と
し
て
は
、
①
上
意
御
為
の
奉

公
の
確
認
、
②
藤
道
に
対
す
る
他
の
批
判
の
告
知
、
③
藤
道
に
対
す
る
不
満
へ
の
相
談
の
約
束
、
④
如
何
な
る
事
態
で
も
藤
道
と
の
筋
目

一
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を
守
る
事
の
強
調
等
を
誓
約
し
た
文
書
で
あ
る
。
５
条
目
の
「
可
レ
為
二
御
同
前
一
之
由
」
と
い
う
右
馬
助
の
意
志
表
示
が
う
か
が
え
る
文

言
か
ら
考
え
て
、
川
井
右
馬
助
が
口
頭
な
い
し
文
書
で
藤
道
に
対
し
て
ほ
ぼ
同
内
容
の
事
柄
を
誓
約
し
た
こ
と
を
受
け
て
、
こ
の
起
請
文

が
右
馬
助
に
与
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と
、
藤
道
と
川
井
右
馬
助
の
間
に
結
ば
れ
た
指
南
関
係
は
、
双
方
の

側
か
ら
の
起
請
文
な
い
し
誓
約
を
受
け
て
成
立
す
る
契
約
関
係
で
あ
っ
た
。
指
南
関
係
に
つ
い
て
は
、「
結
城
氏
新
法
度
」
の
指
南
問
答

の
条
項）

（（
（

に
お
い
て
も
、
結
城
氏
に
お
け
る
指
南
関
係
が
双
務
的
性
格
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
契
約
的
な
側
面
を
過
大
に
評

価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
が
、
２
条
目
に
お
い
て
、
藤
道
に
対
す
る
「
善
悪
之
唱
」
を
知
ら
せ
る
こ
と
を
求
め
た
条
項
か
ら
も
双
務
的
な

契
約
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
、
自
ら
の
寄
子
と
な
る
指
南
下
の
者
と
藤
道
の
関
係
は
双
務
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

人
見
藤
道
が
結
ん
だ
指
南
の
者
と
の
契
約
的
な
関
係
は
、
お
そ
ら
く
は
佐
竹
氏
の
家
中
に
お
い
て
特
殊
な
も
の
で
な
か
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
側
近
・
奉
行
人
層
は
、
活
動
を
行
う
中
で
多
く
の
寄
子
・
指
南
下
の
者
を
抱
え
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
指
南
下
の
者
と
の
関

係
の
中
で
重
要
と
な
る
こ
と
は
、
内
容
の
③
で
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
処
遇
で
あ
っ
た
。
そ
の
指
南
下
の
者
の
処
遇
問
題
の
多

く
は
、
史
料
２
に
記
さ
れ
る
よ
う
な
「
侘
言
」
の
佐
竹
氏
へ
の
上
申
と
そ
の
実
現
の
欲
求
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

側
近
・
奉
行
人
層
が
指
南
を
行
う
家
臣
層
は
、
自
ら
の
所
領
を
経
営
す
る
在
地
領
主
か
ら
村
落
に
居
住
す
る
上
層
農
民
ま
で
幅
広
い
階
層
を

含
ん
で
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
彼
ら
は
、
彼
ら
自
身
の
所
領
や
田
畑
の
維
持
と
拡
大
を
意
図
し
て
佐
竹
氏
に
帰
属
し
て
い
た
こ
と
は
疑
い

の
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
彼
ら
は
自
ら
の
所
領
維
持
と
拡
大
の
た
め
の
訴
え
＝
「
侘
言
」
を
不
断
に
行
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ

れ
、
指
南
下
の
者
の
統
制
は
、
指
南
を
行
う
者
の
「
侘
言
」
実
現
の
差
配
に
か
か
っ
て
い
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
指
南

を
行
う
者
に
と
っ
て
侘
言
実
現
を
示
す
文
書
に
お
い
て
自
ら
の
介
在
を
示
す
こ
と
は
重
要
な
意
味
を
持
つ
。
そ
し
て
、
そ
の
こ
と
が
史
料
Ｂ
の

よ
う
な
宛
所
と
な
っ
て
い
る
指
南
を
行
う
者
か
ら
指
南
下
の
者
に
文
書
が
渡
さ
れ
る
文
書
の
授
受
に
繋
が
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
本
来
で
あ

れ
ば
、
史
料
２
や
１
等
の
印
判
奉
書
や
奉
書
の
形
を
と
っ
て
「
侘
言
」
の
上
申
と
そ
れ
に
対
す
る
裁
許
の
下
達
過
程
が
示
さ
れ
る
の
が
通
例
で

あ
る
が
、
佐
竹
氏
の
場
合
に
は
そ
の
残
存
例
が
少
な
い
た
め
、
史
料
Ｂ
の
よ
う
な
例
か
ら
垣
間
み
る
し
か
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
興
味
深
い
文
書
が
以
下
に
示
す
文
書
で
あ
る
。

一
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史
料
Ｃ

任
二
侘
言
一
後
藤
一
郎
抱
、
桐
沢
主
計
助
遣
レ
之
候
、
猶
向
後
神
妙
奉
公
致
レ
之
候
様
、
能
々
可
レ
被
二
申
付
一
候
、
恐
々
謹
言
、

天
正
十
四
年

二
月
八
日　

義
重
（
花
押
影
）

御
代
安
芸
守
殿）

（（
（

史
料
Ｃ
は
、
佐
竹
氏
の
当
主
で
あ
る
義
重
か
ら
御
代
隆
秀
に
宛
て
て
出
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
が
、
内
容
と
し
て
は
、「
侘
言
」
に
任
せ
て

後
藤
一
郎
の
所
領
を
桐
沢
主
計
助
に
与
え
る
知
行
充
行
状
に
な
っ
て
い
る
。
史
料
Ｃ
で
、
本
来
文
書
の
充
所
と
な
る
べ
き
桐
沢
主
計
助
で

は
な
く
、
御
代
隆
秀
に
宛
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
史
料
Ｂ
と
同
じ
よ
う
に
、
隆
秀
を
通
じ
て
文
書
が
主
計
助
に
与
え
る
こ
と
を
前
提
に

し
た
た
め
と
思
わ
れ
、
ま
た
実
際
に
秋
田
藩
家
蔵
文
書
編
纂
時
の
江
戸
期
に
は
こ
の
文
書
は
主
計
助
の
子
孫
と
考
え
ら
れ
る
桐
沢
家
に
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
史
料
Ｃ
と
同
様
の
知
行
充
行
を
内
包
し
た
文
書
は
、
現
在
他
に
２
例
確
認
さ
れ
て
お
り）

（（
（

、
こ
の
よ
う
な
形
式
の
文
書
が

成
立
す
る
背
景
に
は
、
前
述
の
侘
言
を
上
申
と
実
現
に
貢
献
し
た
者
の
存
在
の
明
示
が
求
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ

の
意
味
で
、
史
料
Ｃ
の
形
式
の
文
書
の
出
現
は
、
佐
竹
氏
に
お
け
る
指
南
関
係
を
通
じ
た
家
臣
団
編
成
の
進
展
を
示
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

結
び
に
か
え
て

以
上
の
よ
う
に
、
不
十
分
な
が
ら
発
給
文
書
の
分
析
を
通
じ
て
佐
竹
氏
の
側
近
・
奉
行
人
層
の
活
動
を
考
察
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、

第
一
節
に
お
い
て
は
、
連
署
印
判
奉
書
と
連
署
奉
書
の
存
在
を
確
認
し
、
佐
竹
氏
の
下
に
あ
っ
て
他
の
戦
国
期
権
力
と
同
様
に
家
臣
層
が

統
治
権
を
分
掌
す
る
形
で
統
治
機
構
を
担
っ
て
い
た
こ
と
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
第
二
節
で
は
、
内
政
に
関
す
る
文
書
を
発
給
す

一
五
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る
家
臣
層
を
折
出
し
、
限
定
さ
れ
た
階
層
の
家
臣
層
に
よ
っ
て
文
書
が
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
第
三
節
で
は
、

外
交
に
関
係
す
る
文
書
を
検
討
し
た
が
、
外
交
に
関
係
す
る
文
書
は
内
政
に
対
し
て
よ
り
広
範
な
階
層
の
家
臣
か
ら
文
書
が
発
給
さ
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
他
の
領
主
権
力
に
直
接
に
文
書
発
給
を
行
う
家
臣
と
な
る
と
限
定
さ
れ
た
階
層
と
な
り
、
そ
の
階
層
が
、
内
政

に
お
い
て
裁
許
等
の
文
書
を
発
給
し
て
い
る
存
在
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
第
四
節
で
は
、
側
近
・
奉
行
人
層
と
同
じ
佐

竹
氏
の
家
臣
と
の
指
南
関
係
・
進
退
保
証
に
関
す
る
文
書
を
検
討
し
た
。
指
南
関
係
の
文
書
と
し
て
は
、
側
近
・
奉
行
人
層
か
ら
指
南
下

の
家
臣
に
出
さ
れ
た
起
請
文
を
検
討
し
、
両
者
の
関
係
が
契
約
関
係
に
基
づ
く
関
係
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
ま
た
、
契
約
関
係
の
基

調
に
な
る
事
柄
と
し
て
、
指
南
下
の
者
の
「
侘
言
」
実
現
が
重
要
な
意
味
を
持
つ
こ
と
を
想
定
し
、「
侘
言
」
の
上
申
関
係
を
明
示
す
る

知
行
充
行
状
の
成
立
を
指
摘
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
佐
竹
氏
の
側
近
家
臣
・
奉
行
人
層
の
発
給
し
た
文
書
を
み
る
と
、
連
署
奉
書
や
印
判
奉
書
を
発
給
す
る
等
、
領
国
支
配

機
構
の
中
心
と
な
る
上
意
伝
達
組
織
が
一
定
の
成
熟
度
を
持
っ
て
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
小
田
原
北
条
氏
等
で

み
ら
れ
る
よ
う
な
組
織
的
な
印
判
状
の
発
給
は
確
認
で
き
ず
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
限
定
的
な
位
置
づ
け
を
せ
ざ
る
え
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
佐
竹
氏
の
知
行
に
関
わ
る
文
書
の
多
く
が
「
侘
言
」
に
関
わ
る
こ
と
や
裁
許
に
関
わ
っ
て
発
給
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
示
し
て
い
る
。
佐
竹
氏
の
上
意
伝
達
組
織
は
、
権
力
側
の
意
志
を
一
方
的
に
伝
達
す
る
体
制
と
し
て
は
、
未
成
熟
な
体
制
で
あ
っ
た
と

考
え
ら
れ
る
。

ま
た
側
近
・
奉
行
人
層
中
に
み
ら
れ
る
階
層
性
に
つ
い
て
は
、
そ
の
活
動
を
峻
別
し
て
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。
内
政

に
お
い
て
知
行
関
係
の
文
書
を
発
給
す
る
階
層
と
外
交
に
お
い
て
他
の
領
主
権
力
に
直
接
的
に
文
書
を
発
給
で
き
る
階
層
が
一
致
す
る
こ

と
か
ら
、
佐
竹
氏
の
権
力
の
中
枢
と
し
て
彼
等
が
活
動
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
彼
等
は
第
三
節
で
言
及
し
た
よ
う
に

佐
竹
氏
の
内
部
に
お
け
る
家
格
と
し
て
有
数
の
地
位
を
保
持
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
も
あ
り
、
他
の
奉
行
人
層
と
区
別
し
て
捉
え
る
必
要

が
あ
り
、
彼
ら
の
呼
称
と
し
て
は
、「
宿
老
」
が
相
応
し
い
よ
う
に
思
う
。

「
宿
老
」
と
い
う
語
は
、
既
に
触
れ
た
戦
国
期
よ
り
伝
え
ら
れ
た
「
康
応
記
録）

（（
（

」
に
そ
の
語
が
み
え
、
そ
の
語
義
と
し
て
は
家
臣
層
で
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最
上
層
に
位
置
す
る
地
位
を
示
す
語
で
あ
る
。「
康
応
記
録
」
中
に
は
、
本
稿
の
分
析
で
「
宿
老
」
に
該
当
す
る
存
在
で
あ
る
小
貫
氏
が

そ
の
地
位
に
あ
る
。
南
北
朝
期
の
秩
序
を
示
す
「
康
応
記
録
」
の
位
置
づ
け
が
そ
の
ま
ま
戦
国
期
に
存
続
し
て
機
能
し
て
い
た
と
は
考
え

難
い
が
、
家
臣
層
の
最
上
位
に
位
置
し
て
意
志
決
定
に
関
わ
り
、
そ
れ
に
関
す
る
文
書
を
発
給
す
る
立
場
を
表
現
す
る
語
と
し
て
適
切
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、彼
等
を
「
宿
老
」
と
し
て
位
置
づ
け
た
い
。
本
稿
に
お
い
て
、「
宿
老
」
に
該
当
す
る
存
在
は
、和
田
昭
為
・

小
田
野
義
房
・
義
忠
・
岡
本
禅
哲
・
小
貫
頼
久
・
大
山
義
種
・
大
縄
義
辰
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
ま
だ
そ
の
役
割
・
機
能
・
構
成
等
に
関
し

て
は
分
析
が
依
然
と
し
て
不
十
分
で
あ
り
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

以
上
の
よ
う
に
分
析
を
行
っ
て
き
た
が
、
佐
竹
氏
の
宿
老
・
奉
行
人
層
の
分
析
の
障
害
と
な
っ
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
発
給
・
受
給
・

関
係
文
書
の
乏
し
さ
が
あ
げ
ら
れ
る
。
今
後
の
研
究
の
深
化
の
た
め
に
も
、
史
料
の
収
集
と
そ
の
蓄
積
が
求
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
点
で
注

目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
が
、佐
竹
氏
の
関
係
文
書
の
伝
存
の
問
題
で
あ
る
。
現
存
の
佐
竹
氏
関
係
文
書
の
中
で
大
半
を
占
め
る
の
が
、

秋
田
久
保
田
藩
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
秋
田
藩
家
蔵
文
書
で
あ
る
。
家
蔵
文
書
に
つ
い
て
は
、
編
纂
が
佐
竹
氏
の
家
譜
編
纂
と
久
保
田
藩

に
お
け
る
家
格
調
査
を
目
的
に
編
纂
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
こ
と
が
既
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る）

（（
（

。
そ
の
点
に
留
意
し
て
考
え
る
と
、
家
蔵

文
書
の
編
纂
に
は
、
戦
国
期
以
前
の
佐
竹
氏
と
家
臣
層
の
関
係
・
家
臣
の
由
緒
を
示
す
史
料
が
収
集
さ
れ
や
す
い
状
況
に
あ
り
、
家
臣
層

か
ら
は
近
世
の
秋
田
藩
「
家
中
」
に
お
け
る
地
位
を
確
保
す
る
根
拠
と
し
て
の
文
書
が
提
出
さ
れ
る
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
そ
の

意
味
で
、
家
蔵
文
書
に
含
ま
れ
る
文
書
に
は
、
佐
竹
氏
と
の
個
別
人
格
的
な
つ
な
が
り
を
示
す
性
格
が
色
濃
い
も
の
と
な
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
現
存
の
佐
竹
氏
関
係
文
書
の
性
格
を
考
え
る
上
で
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
で
あ
る
。

ま
た
史
料
の
残
存
の
点
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
と
し
て
あ
げ
ら
れ
る
の
が
、
慶
長
七
年
（
一
六
○
二
）
の

佐
竹
氏
の
秋
田
移
封
時
の
状
況
で
あ
る
。
佐
竹
氏
の
移
封
は
、
常
陸
か
ら
出
羽
へ
移
封
さ
れ
る
と
い
う
地
理
的
関
係
も
あ
っ
て
、
移
封
す
る

家
臣
達
は
当
時
南
郷
と
呼
ば
れ
て
い
た
佐
竹
氏
の
福
島
県
南
部
の
所
領
に
一
度
集
ま
る
こ
と
が
指
示
さ
れ
、
南
郷
に
集
合
の
後
に
集
団
に
別

れ
て
移
転
が
行
わ
れ
た
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、移
封
に
一
番
余
裕
を
持
っ
て
対
応
で
き
た
の
は
、福
島
県
南
部
居
住
し
た
家
臣
で
あ
っ

た
。
実
は
秋
田
藩
家
蔵
文
書
に
多
く
の
文
書
を
伝
え
て
い
る
の
は
こ
の
福
島
県
南
部
出
身
の
家
臣
層
で
あ
り
、
佐
竹
氏
の
南
奥
進
出
過
程
を
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示
す
史
料
を
伝
え
て
い
る
。
そ
れ
に
比
し
て
常
陸
国
の
家
臣
は
、
佐
竹
氏
と
長
き
に
わ
た
っ
て
支
配
を
行
っ
た
割
に
は
移
封
し
た
者
の
比
率

は
少
な
か
っ
た
よ
う
で
、
伝
え
ら
れ
て
い
る
文
書
も
福
島
県
南
部
の
家
臣
に
比
し
て
割
合
と
し
て
少
な
い
。
こ
れ
に
は
、
常
陸
南
部
に
つ
い

て
は
佐
竹
氏
領
国
に
編
入
さ
れ
て
間
も
な
か
っ
た
と
い
う
側
面
も
否
定
で
き
な
い
が
、
移
封
の
際
の
時
間
的
余
裕
の
少
な
さ
も
考
え
ね
ば
な

ら
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る）

（（
（

。
そ
の
点
を
考
え
る
と
、
家
蔵
文
書
も
含
め
て
秋
田
県
に
伝
え
ら
れ
る
佐
竹
氏
の
関
係
文
書
に
は
、
そ
の
残
存
性

に
は
戦
国
期
以
前
の
佐
竹
氏
領
国
の
中
で
地
域
的
な
偏
差
が
あ
っ
た
こ
と
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
佐
竹
氏
の
関
係
文
書
の
残
存
に
関
し
て
は
、
伝
え
ら
れ
た
文
書
の
性
格
と
地
域
性
に
よ
る
残
存
の
度
合
い
に
つ
い
て
考
慮

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
文
書
群
が
必
ず
し
も
佐
竹
氏
が
発
給
・
受
給
し
た
文
書
の
質
と
量
の
全
貌
を
示
す
か
ど

う
か
が
疑
問
が
残
る
の
で
あ
り
、
分
析
す
る
上
で
考
慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
連
署
印
判
奉
書
や
印
判
状

と
い
っ
た
上
意
下
達
的
性
格
を
強
く
持
っ
た
文
書
は
、
佐
竹
氏
と
の
関
係
を
重
視
し
た
文
書
の
伝
存
状
況
か
ら
考
え
る
と
、
伝
え
ら
れ
難

い
部
分
が
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
残
存
数
の
少
な
さ
に
つ
い
て
は
そ
の
影
響
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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